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2024（R6）年度
活動目標と取り組みについて

1. 集落訪問で「困りごと」を聞き取り
    支援へ繋げる

2.「ささえ～る隊の活動」の周知
   「自分にできそうな 小さなささえあい」に
     気づいてもらう

→「にぎわい」の実態の
　　見学にとどまる

3. 他の団体と連携や情報交換を図って
　「つどいの機会」を考える

→ さんぽく地区の隊員自らが、
　（新旧メンバーいろいろ）
　まず「ささえ〜る隊」を知る

4. ★住民同士の「小さなささえあい」に必要な
 　　社会資源を、わかりやすく伝えていく

　★11月の合同学習会（朝日）
　　　への参加を推進し実現

事務局（山北支所 地域福祉室）
担当者の
9年ぶりの交代・他地区出身者へ

→ ★集落支援員との強い連携



困っている人を支援するために

市民への全戸配布の前に……

「困った！」時に頼りにできる
　●支援サービス一覧●を

　　冊子にまとめました

【支援する側の人たち】
　　　へ向けて

さんぽく おたすけ便利帖（仮）
A4／8ページ

（A3サイズの2つ折）



ささえ〜る隊員からの声
合同学習会で、他地区の取り組みを聞いて
「とても魅力的だと感じた」
「空き家を活用した拠点（集い場）もいい」

つなぎ役の大切さ！
困ったという声を聞き逃さない

誰がどのように支援できるか
隊員（仲間）や関係機関などと話す・共有する

事例を聞いて
「このくらいなら取り組めるかも」と
（隊員としても）前向きな気持ちになった

この先、自分の暮らしている地域での
 参考にして伝えたり実行できたらいい



今後の取り組みへの思い

●われわれの役割「つなぐ」を、確実に「つなげ」たい！

●失われつつある「つどい・かたらい」の機会を
　提案するにとどまらず、実践する・存続するために
　集落支援員・ささえ〜る隊員と一緒に、出向いて　活動したい
　　　　　　　　⬇︎
　支援する＋実践（隊員実践）活動を、隊員とともに


